
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちに作りたいものの希望を取ろうと考えている

今後農業体験と組み合わせ、収穫した果樹等を使い調理をす

ることで、子どもたち取り組んだことが形になる体験を企画

していく。

2

やってみたい気持ちや活動の幅を広げるために、まずはいろ

んなことに興味関心を持てるように声かけや、新しい体験を

企画していく。また、職員が作成した物を展示し、意欲を引

き出す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所だけでなく、法人内で集められた情報も支援ソフトを

使って保護者様にアナウンスしていく。

2
求人補修要項も再検討し、事業所の情報発信(HP、SNS等)

にも力を入れていく。

調理体験

調理活動では、洋菓子作りを中心に実施している。少人数で

実施をし、職員が調理工程をじ実演しながら一緒に作業をす

ることで、子どもたちが楽しみながら行えるように工夫して

いる。

○事業所名 Labos

○保護者評価実施期間
2025年　2月　14日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　2月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

地域支援等の情報発信や地域交流がない 地域資源の情報収集不足。

最低人員配置ではあるものの、より多くの利用希望

者を受け入れるために職員の増加が必要

事業所について公開されている情報が少なく、HP、SNS等の

活用がなされていなかった。また、求人募集を行ってきた

が、立地等もあり、人の募集が少なかった。

制作活動

工作材料を充実させることで、子どもたちが作りたいこと

や、やってみたいことをできるだけ実行できるようにしてい

る。工程など子どもたち自身の考える力を引き出す声かけを

意識して行っている。

制作物を展示することで、子どもたち同士で作ったものを鑑

賞し合ったり、刺激し合えたりできるようにしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


